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日日
高高
村村
交交
通通
安安
全全
会会
議議
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

日
高
村
交
通
安
全
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成

年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す

実
施
期
間

月

日
（
日
）

月

日
（
火
）

【
運
動
の
基
本
】

子
ど
も
と
高
齢
者
を交通

事
故
か
ら
守
ろ
う

〔
子
ど
も
と
高
齢
の
方
が
道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
〕

左
右
の
安
全
を
よ
く
確
か
め
、
道

路
中
央
付
近
で
今
一
度
、
左
側
の
安

全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〔
高
齢
運
転
者
の
方
は
〕

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
と

と
も
に
身
体
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

を
自
覚
し
て
、
よ
り
慎
重
な
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〔
そ
の
他
の
運
転
者
は
〕

子
ど
も
や
高
齢
者
の
そ
ば
を
通
行

す
る
と
き
は
、
徐
行
す
る
な
ど
、思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

飲
酒
運
転
の
根
絶

《
運
動
の
目
的
》

こ
の
運
動
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
全

で
安
心
な
人
に
や
さ
し
い
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

《
運
動
の
進
め
方
》

関
係
機
関
・
団
体
は
、
相
互
の
連

携
を
密
に
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
実
効
性
の
あ
る
運
動
、
住
民
参

加
型
の
運
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
効
果
が
本
運
動
終
了
後
も
持
続

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
種
広
報
啓
発
活
動
を
通

じ
て
、
こ
の
運
動
が
住
民
総
ぐ
る
み

の
運
動
と
し
て
、
幅
広
い
層
に
浸
透

し
、実
践
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

平
成

年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を

ヶ
月
分

滞
納
す
る
と
、日
高
村
給
水
条
例
第

条
及
び
、

日
高
村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
停
水
処
分

取
扱
要
項
第

条
に
規
定
さ
れ
る
事
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

給
水
停
止
ま
で
の
流
れ

ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内
に
お
支

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落
と
し
日

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
こ
と
は
、
日
高
村
建
設
課
水
道
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

直
通
）

ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

建建
設設
課課
水水
道道
係係
かか
らら
のの

建
設
課
水
道
係
か
ら
の

おお
知知
らら
せせ

お
知
ら
せ

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
約

名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で
朝

時

か
ら
翌
朝

時
ま
で
、

時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を

流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号

は

で
す
。

月

月
曜
日
歯
ぎ
し
り

火
曜
日
ピ
ア
ス
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

水
曜
日
「
わ
き
が
」
の
治
療

木
曜
日
見
つ
け
に
く
い
婦
人
科
の
が
ん

金
曜
日
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

土
・
日
股
関
節
の
痛
み

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

月

健健
康康
テテ
レレ
ホホ
ンン

健
康
テ
レ
ホ
ン

ササ
ーー
ビビ
スス
のの
ごご
案案
内内

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

こ
の
奨
学
金
は
、
高
等
学
校
等
で
勉
学
す
る
意
欲
と
能

力
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
を
断
念
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
奨
学
金
に
よ
っ
て
進
学
・
修
学
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
日
高
村
教
育
委
員
会
ま
で

平平
成成

年年
度度
日日
高高
村村
奨奨
学学
金金

平
成

年
度
日
高
村
奨
学
金

貸貸
付付
のの
ごご
案案
内内

貸
付
の
ご
案
内

日
時

月

日

時

時

場
所

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、

下
記
の
仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
苦
情
や
意
見

要
望
等
を
受

け
、そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

月月
のの
行行
政政
相相
談談

月
の
行
政
相
談

て
い
ま
す
。

国
の
仕
事

・

な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事

県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



（ ） ─広報ひだか 月号─

平成 年度 日高村乳幼児健診及び定期予防接種実施日程表平成 年度 日高村乳幼児健診及び定期予防接種実施日程表

健 診 種 別 実 施 日 曜日 対 象 者

乳児健診（生後 か月 か月）

年 月 日 木 生
年 月 日 木 生
年 月 日 火 生
年 月 日 木 生

乳児健診（生後 か月 か月）

年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生

歳 か月健診（ 歳 か月 歳 か月）

年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生

歳児健診（ 歳 か月 歳 か月）

年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生
年 月 日 金 生

健 診 種 別 実 施 日 曜日 対 象 者

【乳幼児健診】

乳児健診（生後 か月 か月）と 歳 か月健診は合同で行っています。

定期予防接種名 実 施 日 曜日 対 象 者
ポリオ予防接種

（生後 か月 歳 か月未満）
年 月 日 木 生
年 月 日 火 生

定期予防接種名 実 施 日 曜日 対 象 者

【定期予防接種（集団接種）】

・三種混合・麻しん風しん混合については個別接種にて実施していますので、通知が届きましたら、お子様の体
調の良い日に接種するようにしてください。
日本脳炎は平成 年度もワクチン接種の積極的な接種勧奨の差し控えの通知が国から出ています。希望される方のみ予
診票を送付いたします。
県下全域で予防接種が可能な医療機関にて実施できます。（事前に医療機関にお問い合わせ下さい。）

【お問い合わせ先】 日高村保健センタ

近年、 代及び 代で麻しんが流行したことにより、
厚生労働省の方針で、平成 年 月 日から平成 年
月 日までの 年間の期限付きで、麻しんの予防接
種を 回しかうけていない年代に、抗体を付与するた
めの補足的な接種として、無料の麻しん・風しん予防
接種を実施することになりました。
日高村に住民登録をしている対象者の方には、住民
票の住所に予防接種予診票を送付しますので、決めら
れた接種期間内に予防接種を受けてください。
なお、平成 年度は次の方が該当します。

麻麻ししんん 風風ししんん予予防防接接種種のの特特別別実実施施ののおお知知ららせせ麻しん 風しん予防接種の特別実施のお知らせ

対象者 平成 年度の対象者 接種期間

中学 年生
平成 年 月 日
平成 年 月 日

生まれ

平成 年 月 日
平成 年 月 日

高等学校 年生に
相当する年齢の方

平成 年 月 日
平成 年 月 日

生まれ

平成 年 月 日
平成 年 月 日

対象者 平成 年度の対象者 接種期間

マタニティマークとは、国民運動計画 健
やか親子 推進検討会において、妊娠・
出産に関する安全性と快適さの確保を目指
し発表されたもので、妊婦さんがマークを
身につけることによって、周囲に妊婦であ
ることを示しやすくするものです。日高村
でも平成 年 月より母子健康手帳を交付
する際、マタニティマークのキーホルダー
とワッペンを配布しています。

マママママママタタタタタタタニニニニニニニテテテテテテティィィィィィィマママママママーーーーーーークククククククをををををををごごごごごごご存存存存存存存知知知知知知知ででででででですすすすすすすかかかかかかか？？？？？？？マタニティマークをご存知ですか？

妊婦一般健康診査受診票の変更についてのお知らせ
平成 年 月 日より妊婦一般健康診査受診票について、検査
項目の追加等に伴う改訂が行われます。その為、従来の受診票（ピ
ンク色）は 月以降使用できません。
平成 年 月 日以前に母子手帳交付手続きをされた方は、

月以降に使用する妊婦一般健康診査受診票について、新しく改訂
された受診票（ブルー）に差し替える必要があります。対象者に
は個別通知をしていますが、なおご確認をお願い致します。
妊娠中に転入、転出される方は、各市町村へお問い合わせくださ

い。

〔お問い合わせ〕 日高村保健センター
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団体 加 入 区 分 掛金
（年額）

対 象 範 囲

保 険 金 額

共済見舞金
傷 害 保 険

賠 償 責 任 保 険
（てん補限度額）死 亡 後遺障害

（最高）

入 院
（ 日につき）

通 院
（ 日につき）

実治療日数 日以上

子
ど
も
の
団
体

中学生以下の子ども
スポーツ活動を行わない大人
（高校生以下）

円
団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

万円 万円 円 円
身体賠償 人 億円 事故 億円
財物賠償 事故 万円

（各免責金額 円）

突然死

（ 急性心不全 ）脳内出血など

万円万円 万円 円 円
上記補償に身体・財物賠償合算

事故 万円を加算

〔中学生以下の方が
ご加入できます。〕

中学生以下の子ども 円
上記以外
（学校管理下を除く） 万円 万円 円 円

身体賠償、財物賠償合算
事故 万円

（免責金額 円）

対象と
なりません

大
人
の
団
体

、 の子ども（中学生以
下）の指導・支援として一緒
にスポーツ活動を行う大人
（高校生以上）

円

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

万円 万円 円 円

身体賠償 人 億円 事故 億円
財物賠償 事故 万円

（各免責金額 円）

突然死

（ 急性心不全 ）脳内出血など

万円

円 万円 万円 円 円
高校生以上の文化活動団体 円 万円 万円 円 円

老人クラブなどの団体
（団体員がおおむね（
分の 以上） 歳以上）

円 万円 万円 円 円

高校生以上のスポーツ活動団体 円 万円 万円 円 円
危険度の高いスポーツ活動団体 円 万円 万円 円 円

団体 加 入 区 分 掛金
（年額））

対 象 範 囲

保 険 金 額

共済見舞金
傷 害 保 険

賠 償 責 任 保 険
（てん補限度額）死 亡 後遺障害

（最高）

入 院
（ 日につき）

通 院
（ 日につき）

実治療日数 日以上

子
ど
も
の
団
体

大
人
の
団
体

ス ポ ー ツ 安 全 保 険
対象となる事故 団体活動中の事故 往復中の事故
保 険 期 間 平成 年 月 日午前 時より翌年 月 日午後 時まで（申込受付は平成 年 月から）

加入区分・掛金・補償金額

ス ポ ー ツ 安 全 保 険
対象となる事故
保 険 期 間

名以上の団体で
ご加入ください
名以上の団体で
ご加入ください

「子ども」とは中学生以下及び特別支援学校の児童、生徒及び幼児を、「大人」とは、高校生以上の生徒、学生、社会人などをいいます。
同一団体で 口しか加入できません。中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入換え、加入区分の変更はできません。
掛金には スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、 人 円が含まれています。

平成 年度よりインターネットからの加入受付を開始しております。詳しくは、ホームベージをご覧ください。

財団
法人 スポーツ安全協会 高知県支部（高知県体育協会内）

高知市丸ノ内 高知県庁西庁舎 階 電話受付時間 午前 時 分 午後 時 分（土、日、祝日を除く。）

保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。 資料請求は、インターネットより受付けております。

（共同保険会社）
あいおい損害 共 栄 火 災 損保ジャパン 大 同 火 災 東京海上日動
日 新 火 災 ニッセイ同和損害 日本興亜損害 富 士 火 災 三井住友海上
保険については東京海上日動を幹事会社として、上記損害保険会社 社との共同保険となっております。
（平成 年 月予定）

平成 年 月から、 歳以上 歳未満の方を対象に「特定健診」が実施されます。今まで市町村役場が行う「住民基本
健診」を受診されていた政府管掌健康保険の被扶養者（ 歳以上 歳未満）の方につきましても、平成 年 月からは加
入している政府管掌健康保険が行う「特定健診」の対象者となります。
政府管掌健康保険の被扶養者の方が「特定健診」を受診される際は、保険証と政府管掌健康保険から発行される受診券
が必要となりますが、この受診券は健診申込書により申込を行った方に交付され、申込は事業所を通じて行っていただく
ことになります。
なお、政府管掌健康保険に加入する方を対象とした平成 年度の健診申込書は、 月頃に事業所へ配布される予定となっ

ており、大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

被扶養者の健診の受け方が大きく変ります！

政政府府管管掌掌健健康康保保険険かかららののおお知知ららせせ政府管掌健康保険からのお知らせ
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ご
存
じ
で
す
か
？

「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
・
高
齢
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
の
虐
待
に
気

付
い
た
人
は
市
区
町
村
に
通
報
す
る
義
務

が
あ
る
事
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て

多
く
の
方
に
知
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
虐
待

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
（

歳
以
上

の
人
）
の
虐
待
と
は
、
家
族
な
ど
の
養
護

者
（
介
護
者
）、
ま
た
は
養
介
護
施
設
従

事
者
な
ど
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

虐
待
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
的
虐
待

・
叩
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
火
傷
を

負
わ
せ
る
な
ど
。

・
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た
り
、
意
図
的
に
過

剰
な
薬
を
与
え
る
な
ど
。

介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任

・
空
腹
、
脱
水
、
低
栄
養
状
態
の
ま
ま
に
す

る
な
ど
。

・
オ
ム
ツ
な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
状
態

や
住
環
境
の
中
に
放
置
す
る
な
ど
。

心
理
的
虐
待

・
排
泄
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
高
齢
者
に
恥

を
か
か
せ
る
な
ど
。

・
こ
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、

悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど
。

性
的
虐
待

・
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る

な
ど
。

・
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス
を
強

要
す
る
な
ど
。

経
済
的
虐
待

・
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
渡
さ
な
い
、
使

わ
せ
な
い
な
ど
。

・
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、
預
貯
金
な
ど
を

本
人
の
意
志
・
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る

な
ど
。

気
付
か
な
い
う
ち
に
虐
待
を
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
調
査
で
は
、
介

護
や
世
話
を
し
て
い
る
半
数
以
上
の
人
が

虐
待
の
自
覚
が
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
は
な
い

で
す
か
？

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
無
視
し
た

り
、
逆
に
の
の
し
っ
て
し
ま
う
。

認
知
症
の
為
徘
徊
す
る
の
で
部
屋
に
閉
じ

こ
め
て
い
る
。

人
前
で
オ
ム
ツ
を
替
え
た
り
、
し
ば
ら
く

裸
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。

高
齢
者
の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
。

高
齢
者
の
虐
待
を
発
見
し
た
方
は
、
市

区
町
村
に
通
報
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
人
が
通
報
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

高
齢
者
の
虐
待
は
当
事
者
に
自
覚
が
な

か
っ
た
り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

が
家
族
な
ど
に
遠
慮
し
て
い
た
り
す
る
こ

と
か
ら
、
外
か
ら
は
見
え
に
く
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
他
人
が
口
出
し
し
に
く
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
虐
待

を
止
め
る
こ
と
は
虐
待
を
し
て
い
る
養
護

者
の
為
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

介
護
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
。

虐
待
問
題
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
虐
待

を
し
て
い
る
養
護
者
自
身
が
介
護
に
よ
り

心
身
共
に
疲
れ
切
っ
て
追
い
つ
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
す
。
特

に
、
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
養
護

者
・
家
族
等
に
と
っ
て
は
、
親
や
配
偶
者

が
認
知
症
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
あ
る
い
は

認
知
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状

へ
の
対
応
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
な

ど
、
結
果
と
し
て
虐
待
に
至
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
介
護
は
長
期
に
渡
る
た
め
、
家

族
だ
け
で
頑
張
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
心
身
に
余
裕
を
持
っ
て
介
護
を
継
続

し
て
い
く
為
に
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

な
が
ら
、
養
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
い
ず
れ
は
高
齢
者
に
な
り
ま

す
。
全
て
の
人
が
安
心
し
て
生
涯
を
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、
助

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
徘
徊
な
ど
も
近
所
の
方
の
声
掛

け
や
見
守
り
が
あ
れ
ば
、
介
護
を
し
て
い

る
養
護
者
の
心
身
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
近
所
の
方
の
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
一
つ
で
、「
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い

る
。」
そ
う
思
え
る
だ
け
で
も
随
分
気
持

ち
が
楽
に
な
る
も
の
で
す
。
地
域
の
中
で

温
か
い
見
守
り
や
支
え
合
い
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

相
談
窓
口

・
日
高
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
半
）

・
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課

電
話

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
半
）

・
日
高
村
社
会
福
祉
協
議
会

電
話

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
半
）

・
高
知
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（

高
知
県
ふ
く
し
交
流
財
団
）

電
話

（
第

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
）

・
介
護
支
え
合
い
事
業
（
厚
生
労
働
省
助
成

事
業
）

電
話

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
）

・
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
（
呆
け
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会
）

電
話

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

時

時
）

【【防防ごごうう、、高高齢齢者者虐虐待待】】 誰誰ももがが尊尊厳厳をを持持っってて暮暮ららせせるる為為にに【防ごう、高齢者虐待】 誰もが尊厳を持って暮らせる為に

住 所 等 氏 名 住 所 等 氏 名 住 所 等 氏 名
鍛 冶 屋 南 矢 野 忠 茂

矢 野 千津子
折 月 片 岡 重 吉
西 田 三 班 秋 本 智 弥
県 営 住 宅 北 添 尚
井 峯 戸 梶 邦 男
南 込 山 澁 谷 剛 志
岩 目 地 西 川 瀬 康
岩 目 地 東 藤 岡 利 幸

北 添 一二美
西 本 光 博

望 ヶ 丘 藤 原 利 彦

望 ヶ 丘 鶴 見 宏
刈 谷 紙 工 伊 藤 勲

尾 久美子
田 野 慶 子
水 田 直 子

刈 谷 紙 工 渡 部 喜代子
錦山観光開発 青 木 慎 一

上 野 美 奈
大 野 敏 彦
尾 佐枝子
西 川 賢 生
西 森 愛

錦山観光開発 西 森 宝
西 森 裕 二
山 洋 祐

ヘ イ ワ 原 紙 片 岡 尚 子
茶 畑 博 子

イ ワ イ 吉 田 真 二
霧山茶業組合 矢 野 政 彦
加 茂 保 育 園 中 島 千 恵
日 高 村 役 場 山 内 浩 江
佐 川 町 山 田 真 一

住 所 等 氏 名 住 所 等 氏 名 住 所 等 氏 名

月 日実施献血にご協力ありがとうございました
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名 称 時間単位 中学生以下 一 般 照 明 料

野 球 場

午前 時 分 時 分、
午後 時 時
（ 時間）

円 円

時 時（ 時間） 円 円
時間延長の場合（ 時間） 円 円

多

目

的

広

場

全

面

午前 時 時、
午後 時 時
（ 時間）

円 円
円

終日（ ） 円 円
以降（ 時間） 円 円

半

面

午前 時 時、
午後 時 時
（ 時間）

円 円
円

終日（ ） 円 円
以降（ 時間） 円 円

テニス場
（ コート） 時間 円 円 円

村内 村外
中学生以下 その他 中学生以下 その他

野外劇場 時間 円 円 円 円

管理棟研修室 時間 円 円 円 円 冷暖房利用の場合は
時間当たり 円追加

管理棟シャワー室 回 円 円 円 円
高齢者ふれあいスポーツセ
ンター屋根付グラウンド 時間 円 円 円 円 円

高齢者ふれあいスポー
ツセンター研修室 時間 円 円 円 円 冷暖房利用の場合は

時間当たり 円追加
高齢者ふれあいスポー
ツセンターシャワー室 回 円 円 円 円

名 称 時間単位 中学生以下 一 般 照 明 料

野 球 場

多

目

的

広

場

全

面

半

面

テニス場
（ コート）

村内 村外
中学生以下 その他 中学生以下 その他

野外劇場

管理棟研修室

管理棟シャワー室
高齢者ふれあいスポーツセ
ンター屋根付グラウンド
高齢者ふれあいスポー
ツセンター研修室
高齢者ふれあいスポー
ツセンターシャワー室

日高村総合運動公園使用料一覧表
（平成 年 月 日から改定）

運運動動公公園園使使用用料料がが変変更更ににななりりまますす運動公園使用料が変更になります

・使用端数時間は切りあげとする。
・入場料を徴収する場合は使用料に を掛けた金額とする。
・特別な場合は使用時間単位を考慮できる。

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を
や

め
ま
し
ょ
う

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が
よ
せ

ら
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外を
除いて禁止されています。
野焼きは直接罰の対象となります。

年以下の懲役もしくは 万円
以下の罰金、又はこれらの両方

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減

ら
そ
う

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海

生

物

食
物

人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。更
に
心
配
な
の
は
、

母
体
や
母
乳

赤
ち
ゃ
ん
の

ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。

世

紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所
環
境
課

日
高
村
役
場
産
業
環
境
課

やや
めめ
よよ
うう
……
ごご
みみ
のの
野野
焼焼
きき

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き
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学
生
に
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
保
険
料

の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
等

に
在
学
す
る

歳

以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前

年
の
所
得
が

万
円
以

下

の
方
（
平
成

年
度
の
所

得
基
準
）

…
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

…
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や

社
会
保
険
料
控
除
等
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
数
や
金
額
に
応
じ
た
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

《
承
認
期
間
》

平
成

年

月
か
ら
平
成

年

月
ま
で

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

年
以
内
で
あ
れ
ば
在
学
期
間

中
の
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
納
付
（
追
納
）
で

き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

も
追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。承

認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
、

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

学
生

制
度

場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国

民
年
金
担
当
窓
口
に
て
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
（
前

年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
た
方

も
、
引
き
続
き
学
生
の
場
合
は
再

度
申
請
が
必
要
で
す
）。
申
請
が

遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
時
に
障

害
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
…
年
金
手

帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
署
名

の
場
合
は
不
要
）
な
ど

経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
保
険
料
を
納
付
す
る
方
が

お
ト
ク
で
す
。

保
険
料
の
追
納
は
、
保
険
料
が

高
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
安

く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経

済
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
口

座
振
替
の
早
割
制
度
、
保
険
料
の

前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

年

月
か
ら
学
生
納
付
特
例

の
申
請
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
さ
れ
た
方
で
、
申
請
書
に
卒

業
予
定
年
月
日
を
記
入
さ
れ
、
翌

年
度
も
引
き
続
き
在
学
中
の
方
に

つ
い
て
は
、
必
要
事
項
を
印
字
し

た
申
請
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
、
簡

単
な
記
入
で
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
年
金
額
は
据

え
置
き
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
省
よ
り
、
平
成

年
の
年

平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

対
前
年
比
変
動
率
の
確
定
値
が

・

％
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
平
成

年
度
の
年
金
額
に
つ

い
て
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
障
害
給
付
金
に
つ

い
て
も
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支

払
い
い
た
だ
け
ま
す
！

平
成

年

月
よ
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

支
払
い
は
、
事
前
に
申
込
用
紙
を

ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
、
将
来

の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、

カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の

方
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
口
座
振

替
に
よ
る
当
月
末
振
替
【
早
割
】

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

年
前
納
・

ヶ
月
前
納
の
割
引
額

は
現
金
納
付
の
割
引
額
と
な
り
ま

す
。お

支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険
料
は
、

「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保

険
料

定
額
保
険
料
」
と
な
り
ま

す
。（
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ

て
い
る
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
）

カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
、

回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。（
分

割
払
い
や
リ
ボ
払
い
等
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

平
成

え
置

国
民

ク
レ

払
い

貸館をご利用ください

練習スタジオ 練習ホ ル 和室等があります。

桜座クラブ会員募集

音響 照明 舞台操作 舞台装飾等一緒に裏方を

やってみませんか？

桜座演劇講座生募集

『演じることを楽しんでみよう！』を合言葉に

興味のある方ご応募ください。

連絡先 佐川町立桜座

桜桜座座かかららののおお知知ららせせ桜座からのお知らせ

平成 年歌会始のお題及び詠進歌について

お題は「生」と定められました。
詠進歌の詠進要領は総務課にあります。

詳しくは宮内庁ホームページをご覧ください。

宮宮内内庁庁かからら宮内庁から
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現 行 変 更 後

県 庁

受 付 月 金 変更なし

交 付 月 金
月 木
金
日

幡 多
受 付 月・水・金

変更なし
交 付

安 芸
受 付 火

変更なし
交 付

須 崎
受 付 木

交 付

現 行 変 更 後

県 庁

受 付

交 付

幡 多
受 付

交 付

安 芸
受 付

交 付

須 崎
受 付

交 付

旅券の日曜交付の開始・交付時間の延長・須崎窓口新設についてのお知らせ

平成 年 月から、旅券窓口業務をアウトソーシングすることとなりました。
これに伴いまして、次のとおり県庁旅券窓口の開設時間を拡大します。
また、須崎旅券窓口を週 回開設します。

．変更内容

高高知知県県文文化化環環境境部部よよりり高知県文化環境部より

日曜交付 年末年始は休みです。
その他 祝日及び年末年始は休みです。

．開始時期
（ ）日曜交付 平成 年 月 日（日）
（ ）交付時間延長 平成 年 月 日（金）
（ ）須崎窓口 平成 年 月 日（木）

．駐車場について
以降と日曜日は県庁駐車場を一般開放しているため、駐車場が混み合います。

駐車できない場合もありますので、公共交通機関等をご利用くださるようお願いします。

問い合わせ先 高知県庁パスポート窓口

無
料
法
律
相
談
会
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

日

時

平
成

年

月

日（
木
）

午
後

時
か
ら
午
後

時
ま
で
受
付

場

所

高
知
共
済
会
館

階

金
鵄（
大
ホ
ー
ル
）

高
知
市
本
町

丁
目

共
済
期
間

高
知
弁
護
士
会
・
高
知
地
方
法
務
局
・
高
知
地
方
裁

判
所
・
高
知
家
庭
裁
判
所

問
合
せ
先

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

内
線

・

高高
知知
地地
方方
裁裁
判判
所所
・・
家家
庭庭
裁裁
判判
所所
よよ
りり

高
知
地
方
裁
判
所
・
家
庭
裁
判
所
よ
り

年

月
、
上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主

の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理

さ
れ
ま
す
。

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
電
子
化
に

よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
の
タ
ン
ス
や
貸
金
庫
で
長
期
間
保
管
さ

れ
て
い
る
株
券
の
中
に
は
、
名
義
書
換
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更

な
ど
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ご
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
株
式
の
管
理
や
取
引
が
よ
り
効
率
的
に
、

よ
り
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

電
子
化
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
証
券
業
協
会

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

（
平
日

）

高高
知知
地地
方方
法法
務務
局局
よよ
りり

高
知
地
方
法
務
局
よ
り
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Village 
　　Now
Village 
　　Now

日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

テシーナテシーナテシーナテシーナ
日日記記

東部東部
児童館童館
東部東部
児童館童館
東部東部
児童館童館
東部
児童館

　　　　　　１月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,467　（－２）
人　口 　 6,005人（－４）
　　　 男 2,842人（－９）
　　　 女 3,163人（＋５）

　　　１～２月分（２月）
人身事故　　７件 （１件）
死　　者　　０名 （０名）
傷　　者　　８名 （２名）

　３月３日（月）には、うずら
の玉子に黒ごま、海苔でお雛様
の顔を作り、ハムやレタスの着
物を着たおにぎりにのせ、自分
だけのお内裏様やお雛様を完成
させました。手作りマヨネーズ
でサラダ、お吸い物、デザート
にはみたらし団子もそえ、賑や
かに「おひなパーティー」をし
ました。

　２月９日（土）東部児童
館で、お菓子作り教室が開
かれました。甘い香りに包
まれて、顔にはチョコ化粧
をし、チョコバー、夢色ラ
スク、きなこの生チョコな
ど、たくさんのお菓子をみ
んなで楽しく作りました。

　この度、デイサービス宅
老所「かっぱつはっち日
高」様より東部児童館に卓
球台を頂きました。早速、
館内に球の弾む音が響いて
います。ありがとうござい
ました。

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!
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　おひさしぶり！春の暖かい空気になり、
花が咲き始め、太陽がまぶしくなってきま
した。私はとても幸せ！寒い高知の冬を耐
えていたので、この暖
かさにとても感謝して
います。
　今年の冬は北海道旅
行というすばらしい体
験をしました。私の父
と大阪で会って札幌に
一緒に行きました。父
の60年余りの人生でア
メリカを出ることは初め
てのことでした。彼は興奮し子どものよう
に目を輝かせました。彼は目を大きく広げ
て珍しいものを探していました。
　私たちは札幌雪祭りを見に行き、小樽、
ニセコ、富良野、そして旭川にも行きま
した。札幌はすばらしかったです。それは
多くの地元の人々により雪が形作られ光の
力により不思議な空間につつまれていまし
た。富良野の十勝岳は私の大好きな場所で
した。そこで私たちは山の中にある温泉か
ら美しい雪につつまれた山並みを見ること
ができました。雪祭りはとても美しかった。

それは雪や氷でできたとても多くの驚く
べき彫刻家によるものでした。富良野とニ
セコでは深いパウダースノーでスノーボー

ドとスキーをしました。楽し
かった！本当によかった！
　私の父は日本での旅の経
験を本当に喜びました。彼は
人々の誠実さと、友情と愛情
を信じていました。この旅の
経験は私たちの人生で忘れが
たいものになりました。
　高知に戻ると幸せな笑顔と
日高の友達のやさしい抱擁に

出会うことができました。春の空気がやっ
てきてそして次の月がやってくることにと
ても興奮しています。サーフィンのシーズ
ンが始まりそして美しい海の波を願ってい
ます。次の年がやってきてもっと多くの日
高の生徒を知り教えることを楽しみにして
いるし、もっと日本の文化や言葉を学びた
いと思っています。
　卒業する全ての生徒たちにおめでとうと
言いたい。日高の学校から卒業してゆくこ
とを寂しく思います。幸運を願っています。
そして夢がかなうように！

大好きなお父さんと北海道旅行♥


